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෱ా　௚子

はじめに

ΞメリΧݪ産のリンドウՊの花「ト
ルコギキョウ」を͝ଘ知だろうか。キ
ク，Χーネーション，バラ，Ϣリ等に
次͙主要な切り花品目で，結婚ࣜの
ブーέや૷花，葬ّの祭ஃ，ଃ౴用の
花ଋ，洋花෹花など幅広く使われ年間
を通じて需要が高いのだが，ೝ知度が
低いのが࢒೦である。そのݪҼとして
一重の季節性の草花から，多様な色ࢵ
と形の品種が短期間に૑出されて花容
が大きく変化したことや，季節行事等
と関連ͮけられていないことが考えら
れる。一方，海֎においてもトルコギ
キョウの生産と流通が֦大し始めてお
り，種苗，切り花ともに国際商品となっ
ている。本稿ではトルコギキョウの生
産とফඅの状況および技術開発の動向
を概観する。

඼छのมભ

バラ，Ϣリ，Χーネーションは国内
で流通している切り花の大半が海֎の
種苗ձ社の品種であるのに対して，ト
ルコギキョウはほぼશて国内で育種さ
れた品種である。海֎で生産，流通し
ているものも大半が日本の種苗ձ社の
品種であり，他の切り花品目にない育
種上の国際的な優位性がզが国にあ
る。

1935 年͝ろに日本に導入されたト
ルコギキョウは一重のࢵであったとさ
れるが短期間にϐンク，白が෼཭した。

第二次ੈք大ઓ中は花の育種はもとよ
り生産も中断されたが，ઓ後生産ऀに
より育種が࠶開された。特に७白の花
หの先端側がࢵやϐンクにԑ取られる
෴輪花色（図 -1）の品種が長野県と
ઍ葉県で作出された 1980 年୅からਓ
気がでて生産量が増加した。トルコギ
キョウといえばࢵ෴輪というҹ象が定
ணしたのもこのころのことである（福
ా 2016）。

一方 1990 年の花のສതでグランプ
リとなった७白ീ重品種「キングオブ
スϊー」の作出はトルコギキョウが婚
ྱ業຿等に用いられる洋花に成長する
きっかけとなった。このころから育種
の主体は個ਓ育種Ոから種苗ձ社に
移行するとともに，流通する切り花
のほとんどが一重からീ重࡙きに変化
した。さらに最近は花หのԑがࡉかく
波ଧつϑリンδ࡙きで大輪のീ重品
種（図 -2）にਓ気があり，より高単
価で流通している。花ห数が多く大輪
で「良い表情」の花やܪがݻい切り花
を生産するために，面積౰たりの定植
本数を減らし，ะ場で早期に不要な
෼枝や蕾を摘除して 3 枝 3 花等の形
に࢓上͛る「芽整理」を行うことが生
産ऀに対して市場や実需ऀから推঑さ
れている。バラにඖఢするଘ在感とバ
ラをはるかに上回る花持ちの良さから
定൪の洋花に成長したീ重࡙きの品種
は，一重で和風のझがある従来のト܈
ルコギキョウとは別物であり，ӳ໊ޠ
Lisianthus の「リシΞンαス」とݺ
শを෼けてফඅऀにΞϐールしていく
ことがఏҊされている。

ੜྔ࢈のਪҠと࢈஍動向

農水省の花き生産出荷統計の品目別
作付面積および出荷ྦྷ年統計による
と，トルコギキョウの出荷本数は，デー
タがある平成 2 年（1990 年）の 8,260
ສ本から平成 10 年（1998 年）1 億
3,070 ສ本をϐークに઴減し，平成
28 年（2016 年）は 1 億 90 ສ本（77�）
となっている。切り花の生産量શ体が
ϐーク時の 67� に減少している中で
は下͛幅は小さい。東京都卸売市場の
データについて平成 28 年と਒災前の
平成 22 年（2010 年）とを比較すると，
確かに取りѻい数量は 2,967 ສ本か
ら 2,628 ສ本に 11％減少しているが
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　図 -1　Ұॏ෴ྠのトルコギキョウ

図 -2　  芽整理したീॏ࡙きϑリンδの࠷৽
品種
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平均単価は 133 円から 171 円に上ঢ
している（図 -3）。数量を月別にみる
と，12 月から 4 月の寒ީ期はわずか
に増加܏向にある一方で 6 月から 11
月は減少し，特に 7，8，9 月の減少
幅が大きい（図 -4）。平均価֨はいず
れの月も上ঢしているが，特に 2，3，
11 月は 200 円を越える高価֨となっ
ており，需要を満たせていないと推測
できる。また，生産量が大幅に減少し
た 7，8 月も価֨が上ঢしていること
から，こちらは需給のϚッチングが進
んだ効果と考えられる。

トルコギキョウの季࡙き（ࣗવ開
花）は 7 月から 8 月である。 夏が冷
ྋな高冷地が主に 7 月から 10 月，加
温により越冬可能な中間地や暖地が主
に 11 月から 6 月に出荷しており，気
ީの異なる産地の連ܞによって市場へ
の周年供給が成ཱしている。生産量が
減少している 7 月から 9 月は高冷地
の出荷時期であり，道෎県別に見ると

生産量 1 位の長野県の他，7 位の北海
道，8 位の福島県の減少幅が大きい（図
-5）。福島県については東日本大਒災
で夏秋トルコギキョウの産地であった
川ມொや൧ؘଜが避೉۠域になり栽培
೉となったことが影響した。北海道ࠔ
や長野県については，前述のཱ࢓ての
変化による定植本数減少の他にਓख不
足や高ྸ化など社ձ的な要Ҽが考えら
れる。一方，ԭೄ県の出荷量はこの
6 年間に 2 ഒ以上にݦ著に増加した。
これは春の需要期に取りѻい数量を増
やしたい市場の意向を受けて，ا業や
生産ऀ組৫が系統的に産地作りを進め
た成果である。今後も出荷量が増えそ
うで注目すべき事例である。 

12 月から 4 月の寒ީ期に市場流通
量が増加したݪҼの一つは台湾からの
輸入である。夏野ࡊのཪ作として無加
温で栽培できることや，輸出入商社が
日本の市場ニーズを೺Ѳして品種બ
定や品質管理をపఈした結果，平成

12 年（2000 年）には 4 ສ本程度で
あったのが平成 25 年（2013 年）に
は 950 ສ本まで増加し（図 -6），福岡
県の 1,050 ສ本に次͙生産量第 4 位
の産地となった。その後，為替等の問
題により輸入量は減少にసじたが，平
成 28 年（2016 年）は国内での生産
量第 7 位の北海道と同程度の 465 ສ
本が輸入された。台湾からの輸入品は
他の品目と同様に，定時，定量，定（低）
価֨で取引が可能なことから葬ّ業຿
需要や花ଋ加工等，トルコギキョウに
とって新たな冬季の需要を開拓した。

ফඅ動向

෮ڵி・農水省のҕୗプロδΣクト
༧ࢉによって地域࠶生花き生産コン
ιーシΞムがશ国の主要花き卸，஥
卸ձ社および生花ళ 84 社のྗڠをಘ
て，2015 年に実施したトルコギキョ
ウのফඅ・需要動向Ξンέート調査に
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図 -3　  東京都卸売市場におけるトルコギキョウのऔりѻい
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図 -4　 東京都卸売市場における月別数量と平ۉ価֨のൺֱ
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図 -5　 道県別出荷量の平成 22 年と 28 年のൺֱ
平成 22 年 28 年産花きの作付（収穫）面積及び出荷量（農林水産省）から作成

図-6 台湾からの輸入量の推移 （農ᯘỈ⏘┬᳜物᳨␿⤫ィよ䜚సᡂ）
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図 -6　 ୆࿷からの༌ೖ量の推移
農林水産省植෺ݕӸ統計より作成
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よると，トルコギキョウの用్は婚ྱ
25％，葬ّ 21％，ギϑト等の高ڃ小
売 26％でこれら業຿需要といわれる
ものが 72％，一般品小売 16％，花ଋ
加工 9％などこれらホームϢース需要
といわれるものが 28％であった。婚
ྱや葬ّ等の業຿需要は今後も増加す
ると見込まれている。　

用్によってߪ入する品種と価֨帯
が異なり，婚ྱ需要では大輪ϑリンδ
ീ重品種，葬ّ需要では中大輪系のീ
重品種，小売りは幅広く，花ଋ加工で
は品種よりも価֨重ࢹであり輸入等で
定価定量であることを優先するという
結果であった。また，現在の市場での
入価֨帯（卸売価֨）は用్͝とߪ
に異なり，婚ྱや高ڃ小売では 1 本
200 円以上，葬ّは 180 円から 200
円，一般品小売は 150 円から 180 円，
花ଋ加工では 80 円から 130 円が最も
多くなった。ফඅऀ向けのൢ売価֨は
卸売市場価֨の約 3 ഒが目安なので，
例えば市場価֨ 200 円の切り花はళ
಄では̍本 600 円以上となるため，
トルコギキョウはϢリに続く高価֨な
品目となっている。このようなことか
ら，前述のΞンέートで今後ر望する
単価水४についてਘねたところ，これ
までよりもかなり減額された回౴だっ
た。トルコギキョウの東京都卸売市場
の年平均単価は 170 円とこれまでに
ない高価֨になっているが（図 -3），
この状況が長く続くと考えない方が良
さそうである。

技術開発の動向

ҭ苗

花きの生産技術開発の目的は季࡙き
よりもより早く，より遅く出荷する作
型の開発であり，究極にはਫ਼度高く目
ඪの時期に出荷可能とするための開
花調節技術の確ཱであろう。6 月から
9 月に出荷するトルコギキョウの季࡙
きの作型は保温程度で積極的な加温を
せずに 10 月から 3 月に播種して育苗
し，12 月から 5 月に定植する。低温
期の育苗では 3 ϲ月程度を要する場
合もある。これよりも早く，または遅
く出荷する作型においては，4 月から
9 月に播種し高温期に育苗するため，
対策をߨじなければ本葉 3 対以降も
節間が伸長しない「ロゼット状ଶ」と
なり生産を著しく્害する。ロゼット
状ଶへの誘導は高温ૺ۰がݪҼとさ
れ，この問題の解決のために多くの時
間を要した。現在は抽台開始には一定
の低温が必要と理解され，夜冷育苗，
冷房育苗，種子冷蔵処理など，低温要
を満たすための技術メニューが出ଗٻ
い，回避が可能となっている（大川ら 
2003）。

しかし生産ऀ個ਓや生産ऀஂ体が冷
蔵ݿや冷房可能な育苗ハウスの設置අ
用とランニングの経අをෛ୲し，停電
や管理上のトラブルを回避して良質な
苗を安定生産するのは೉しく，苗のߪ
入が増加している。苗は種苗メーΧー
が受注生産しているが，一部でエネル

ギーコストやਓ件අの安い海֎での生
産が始まっている。また，気象環境や
管理ऀの資質などに影響を受けず，安
定的で作型に応じた苗生産が可能なਓ
工光ด࠯系での育苗についても研究開
発が始まっており，今後の成果が期଴
される。

光にΑΔ開Ֆௐઅɹ

トルコギキョウの花芽෼化と開花は
気温による影響が大きいが，長日に
よって花成が促進され，短日によって
抑制される。低温短日期を経る冬春出
荷の作型では 15 度程度の加温と組み
合わせて白熱灯による夜間 4 ～ 6 時
間の暗期中断や 16 時間以上の日長延
長による開花促進技術が開発された

（௩ాら 1982）。一方，高温長日期を
経る秋出荷作型では切り花長や෼枝数
の確保を目的として，8 ～ 9 時間日長
になるよう短日処理を行うことで花芽
෼化が抑制されることが明らかにされ

（௩ాら 1986），高冷地の一部で実施
されている。

近年 LED の開発に伴ってトルコギ
キョウの花成における光応౴反応の解
ੳが進み， 700 ～ 800 nm の遠赤色

（FR）光に強い開花促進効果があり，
600 ～ 700 nm の赤色（R）光は冬に
は弱い開花促進，夏には開花抑制を示
し，季節によって逆の効果があること
が明らかになった（ॅ༑ 2014）。混
合照射等の実験結果から，冬季には R
／ FR が 0.15 ～ 0.7 で R 光 と FR 光
を混合照射すると最も開花促進効果が
高いことが明らかになり，実用的な市
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ൢ光源の開発が進められている。また，
品種や気温によって効果が異なるもの
の，赤色 LED や蛍光ランプなど R ／
FR が高い光源の電照によって開花が
抑制され，秋季の切り花品質向上や収
穫期の෼ࢄが可能であることが示され
ている。 

ౙय़҆قఆੜ࢈と௿コεト化
おΑͼೋࢎ化୸ૉࢪ用

トルコギキョウを 1 月から 3 月の
冬春季に出荷する作型は，15 ～ 18
度設定で加温し日中は 25 度で換気す
る管理が一般的で生産コストが高い
うえ，花芽෼化の遅れやブラスチン
グ（蕾のࢮރ）のため開花遅延が生じ
やすく生産が不安定であった。これに
対してզʑはトルコギキョウの開花特
性と光合成同化産物にண目し，昼温を
30 度，加温設定を 10 度とする温度
管理，20 時間の長日処理，大苗定植
等を組み合わせることで，低コストで
1 ～ 3 月に確実にトルコギキョウを出
荷する栽培技術の開発と実ূを行い，
考え方と基本ϚニュΞル http://www.
naro.affrc.go.jp/flower/research/
ples/eustoma_manual201203_1.pdf
をެ表した。この「トルコギキョウの
低コスト冬季計ը生産技術」は，農林
水産省が近年の研究成果のうち，早急
に現場に普及すべきものを毎年બ定す
る「農業新技術 2012」にબ定され，
一部の生産現場に導入されている。

冬春季の生産性向上のために，従来
とは異なる二酸化炭素施用技術の開発
も進めた。低日照地域においては前述

の高昼温管理と組み合わせ，日中の光
の強い時間帯に二酸化炭素施用を行う
ことによりブラスチングが回避され，
切り花品質が向上し，収ӹ性も向上す
ることを実ূした（6shio ら 2014）。
さらに，従来二酸化炭素施用技術の不
適地とされた静岡県をはじめとする冬
季高日照地域でも効果的な二酸化炭素
施用の方法を開発・実ূしつつあり普
及が期଴される。　

一方，日຅の時間帯（end of day）
から数時間における温度，光ܹࢗによ
る植物の応౴を EOD 反応とݺぶ。こ
の時間帯での温度管理にண目した変夜
温管理（EOD-Heating）ならびに同
じ時間帯の遠赤色光照射（EOD-FR）
処理によって冬季生産におけるエネル
ギー౤入量（೩料使用量）を࡟減でき
ることがෳ数の花き品目で明らかにな
り（ॅ༑ら 2009；道園ら 2010），「日
຅後（EOD）の加温や光照射による
花きの省エネルギー生産技術」が「農
業新技術 2013」にબ定された。౰技
術は冬季Չ日照地域であるௗ取県に
おいてトルコギキョウの春出荷作型
での効果が報告されており（஛ଜら 
2014），他の地域や作型においても導
入が検౼されている。

の՝୊ޙࠓ

トルコギキョウの栽培技術開発の౰
面の方向としては引き続きエネルギー
コストの低減や 3 月から 5 月の需要
期の生産量の増加，9 月から 10 月の
品質向上を目指すことになるのであろ

う。一方で中長期的には農Ոށ数が減
少し̍経Ӧ体౰たりの栽培面積が増加
すると考えられ，ޏ用࿑ಇでのӦ農を
前ఏとして周年生産を目指す必要が生
じると考えられる。また，極端な気象
現象が増加する中で周年生産を行うた
めにはハウスや૷උに今よりも多く౤
資せ͟るをಘなくなるであろう。౤資
の前ఏとなる計ը的な経Ӧを目指す場
合，૬場にࠨӈされるのではなく，定
量・定期・定価のܖ約生産が可能とな
る栽培技術の確ཱが必要である。その
ためにはトルコギキョウの花成反応の
生理遺伝的な理解に基ͮいた高ਫ਼度な
開花調節技術の開発や，計ը生産に適
した品種の育成が不可ܽである。

日本より遅れてトルコギキョウの生
産が始まったが，オランダでは 1 ށ
あたりの平均面積 2.5 ha の 12 経Ӧ
体（合計 30 ha）が年間 1 億 3500 ສ
本を生産しੈք中にൢ売している（図
-7）。育苗ձ社が種子冷蔵とιーςΟ
ングϚシンの導入によって生育のଗっ
た大苗を供給し，生産ձ社ではػցで
定植後，収穫まで৮らずに加温とิ光
による促成栽培を行い，同一ะ場で年
間 6 作するという。日本は作付面積
437 ha で生産量が 1 億 90 ສ本であ
ることと比較すると，いかに効率的か
が明ྎである。もとより，市場がٻめ
る切り花の形質（品質）やエネルギー
コスト，ਓ件අが日本とオランダでは
大きく異なるため同じことはできない

　図 -7　  Φランμでのトルコギキョウの大規
模生産
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が，పఈ的に生育を促進する技術体系
に学ぶことは多い。

トルコギキョウは౔৕ප害等の影響
が大きく連作がࠔ೉である。オランダ
では大苗をີ植してࠜ域を౔৕の浅૚
にݶ定し，改植の度にৠ気による౔৕
ফಟを行うことによって連作を可能に
している。զʑは日本の市場ニーズに
あった切り花を౔৕ফಟが不要な水耕
栽培によって年 3 作する技術開発を
行った（図 -8）。高ਫ਼度な計ը生産は
未達成であるが，品種のબ定と白熱灯
による開花促進，二酸化炭素施用等に
よる光合成促進やύッドΞンドϑΝン
およびώートϙンプによる冷房，これ

らのෳ合環境制ޚ技術によって周年生
産が可能であることを実ূした。今後
も日本型の効率生産シスςムとして，
切り花品質の季節間差の解ফや計ը生
産のਫ਼度の向上のための技術開発を進
める༧定である。
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　図 -8　  水ߞ栽培によるトルコギキョウの
栽培状況

　ナスՊホオズキଐのΞメリΧݪ産の一年生ؼ化草本。ാ地，
ࣳ地，ߥ地，道端など，૫せたところから肥ཊなところまで౔
৕の種類をબばずに生えてくる。草高 30cm から 1m，葉ᡫに
1cm ほどのഋ状の୶ԫ色の花を単生し，ख़すと 1.5cm ほどの
球形の果実はホオズキ状の᣾にแまれる。そのホオズキ状の᣾
が風鈴のようにਨれ下がるから「ϑウリンホオズキ」と໊ͮけ
られたとされるが，ホオズキଐのものはみなਨれ下がる。
　ώロハϑウリンホオズキは熱帯ΞメリΧݪ産で，日本にはߐ
時୅後期に持ち込まれたとされる。また，同ଐのホオズキはށ
東ΞδΞݪ産とされ，日本でもݹくから栽培されてきた。
　ホオズキの方は，ށߐ時୅以降には日本各地で「َ

ほお

灯
ずき

市」が
開かれるほどに栽培され，平安の時୅にはༀ用，৯用，観賞用
として栽培されていたようである。その赤らむホオズキ状の᣾
Ώえに，;っくらとした色Ԓのඒしいもののᄻえにも使われ，

第ޠ物ࢯ部は源ࣜࢵ 28 ஽「野෼」の中で，野෼のਧきߥれた
翌日，ۄຮのॅまいで൴ঁを見て「酸

ほおずき

ᕶなどい;めるやうに;
くらかにて，൅のかかれるܺʑうつくしうおぼΏ」とݴわしめ，

「酸ᕶ」が引き合いに出てくる。
　ホオズキの໊ݹを「ً

かが

݂
ち

」とも「赤かがち」ともいう。ݹ事
の中のਢه

す さ Ώ き お み お と

佐೭男命のീ
や ま た の お ろ ち

ມ遠࿊ஐୀ࣏の段，足
あ し な ͮ ち

໊௣が遠࿊ஐの
容๴を「その目は赤かがちのよう」と౴える。ਅっ赤に，らん
らんとًく؟は，赤くख़れたホオズキを連૝させるほどにສ葉
ਓにもҹ象的であったのであろう。
　ώロハϑウリンホオズキも，風鈴状にਨれ下がる᣾がਅっ赤
になれば，今ほどにはݏわれていなかったかもしれない。いや，
反対に，ダイズാにਅっ赤な風鈴が下がり始めると，それを目
ҹにࠜこそ͗ൈき取られることになっていたのかもしれない。
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